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は じ め に
小生は,『現代世界思想史序説 上』(丘書房1992年)を出したが,それは,
20世紀前半論であった。本稿では,ま ず第1節 では,こ の上巻か ら除いたもの
を付け加える。ついで第2節 で,戦 後の 日本について,ノ ー トをページの余分
がある限 り記す。
〔1〕
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第1節 『現代世界思想史序説 上』への追加
外国
レーニン 『唯物論 と経験批判論』
レーニンは,1905年革命後の苦 しい運動の中で,同 志 ・哲学者ボグダーノブ
(1873-1928)と共 に革命運動の指導をした。そのボグダーノブは,新 しく起
きた経験批判論を受け入れた。オース トリアのエルンス ト・マ ッハ(1838-1916)
の哲学である。 レーニンは,そ れに反対 し,経験批判論が新 しい観念論だと断
じた。そ して 『唯物論 と経験批判論』1)で,マッハ主義,経 験批判論,そ して
ボグダーノブを批判 した。 レーニンはこの時,ボ グダーノブを運動か ら切 り捨
てても構わない と思ったのである。しか し,マルクス主義哲学の歴史では有名
なこの哲学書は,粗 野なものであった。レーニンはこの当時,哲 学は素人であ
ったし,この作品は非弁証法的であった。
トマーシュ ・マサ リク
トマス ・マサ リク(1850-1937)は,チェコのモラヴィア地方に,ス ロヴァ
キア人の農奴を父に,チ ェコ人を母 として生まれた。苦学 して哲学を学び,ウ
ィー ン大学 を卒業 し,ウ ィー ン大学や新設プラハ大学で教えながら,チ ェコの
歴史哲学を研究 した。そして帝国議会議員に選ばれ,第1次 大戦では,国外で
チェコ独立運動の指導者 となった。大戦後,大 統領になった。2)
ヴ ィク トル ・ア ドラー
Dr.ヴ ィク トル ・ア ドラー(VictorAdler;1852-1918)は,ドイ ッ系ユ ダヤ
人の大 ブル ジョアの子 で,プ ラハ に生 まれた。 ウ ィー ン大学 で医学 と心理学 を
学び,医 者 として も有名 に なった。 ドイ ッ ・ブルジ ョア 自由主義 の影響 を受け
1)『レーニ ン全集』
2)この哲人大統領の生涯 と思想について,チ ャペ ク 『マサ リクとの対話』(成文社)
に描かれている。主著 『ロシア思想史』。
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てい たが,人 道 的立場 か ら,マ ル クス,エ ンゲルスの影響 を受け,社 会主 義者
になった。1886年に労働運動 に入 り,週刊紙 『グライ ヒハ イ ト』を創刊 し,オ ー
ス トリァ社 会主義運動 の,こ れ まで二つあ ったセ ク トを一つ に統 一 した。1888
年末のハ イ ンフェル ト党大会で社 会民 主労働党 が結成 され,全 国的 な統一組織
を持 った。彼 の新 聞は発 展 して 『アルバ イター ・ッ ァイ トゥング』 となった。
彼 は,党 指導 者 とな り,第 ニ イ ンターナ シ ョナルで も指導的役割 を演 じ,若 い
オース トロ ・マル クス主義者 を育 てた。彼 は フ リー トリヒ ・ア ドラー の父で,
『著作集』(ウィー ン1929年)が あ る。第1次 大戦 の敗戦 で,1918年に レンナー
新 政府が作 られた時,彼 は外相 に就任 した。
バー トラン ド ・ラ ッセル
ラ ッセ ル(BertrandRussel,1872-1970)は,本来 は哲 学者,数 学家,論 理
学者,哲 学 史家 であ るが,そ れだ けでは ない。文 明批 評家,社 会改 革者 なので
あ り,彼 は社 会科 学 に も専 門的能力 を持 った。 中国の文化が,ヨ ー ロ ッパ,ア
メ リア よ り進 んでい る と見 た。第1次 大 戦で は反戦 を唱 え,ケ ンブ リッジ大学
を辞 め させ られた。3)
第1次 大戦
はじめ ドイツ軍100万人がフランスを攻撃 した。彼 らは,徒歩と馬で行軍 し,
皮を布で覆った帽子を被っていた。当時の戦争は,大砲で撃ち,騎 兵と歩兵が
突入するとい うものだった。だが機関銃が登場 した。ヴィッカーズ社やホチキ
ス社の作 ったものだった。 これで壷壕戦が始まった。チャプリンは,映 画 『塾
3)『 ラ ッ セ ル著 作 集 』,邦 訳 あ り。;PrincipiaMathematica,1910-13;TheProblems
ofPhilosophy,1912.訳,『哲 学 入 門』 角 川 文 庫1978;GermanSocialDemocra-
cy,1896;JusticeinWarTime,1916;PoliticalIdeals,1917;ThePracticaland
TheoryofBolshewism,1920;TheProblemofChina,1922;WhyIamnota
Christian,1927,1931;ReligionandScience,1935;AHistoryofWesternPhi-
losophy,1945.訳あ り。;「 自叙 伝 」 理 想 社;「 人 間 の 知 識 」1948.
[研]碧 海 純 一 『ラ ッセ ル 』 草 書 房;ア ラ ン ・ウ ッ ド 『バ ー トラ ン ド ・ラ ッセ
ル』 み す ず 書 房 。
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壕』を作 った。塾壕が700キロも掘 られ,北 海 まで届いた。兵士には,一 種の
凍傷 と水虫の,塾 壕足が登場 した。4)大砲の恐怖で神経症が発生 した。
ロシアは,開 戦1カ 月で武器が底 をついた。工業力が弱かったのであった。
戦争は,長期戦となり,この年,夏 服で冬を戦った。砲弾による神経症が発生
した。化学兵器,つ まりガス兵器が開発され,ガ ス弾が使われた。1915年7月
21日,ドイツが初めて120トンの塩素ガスを戦場で使った。
各国数名のカメラマ ンがそれぞれの戦場で,撮 影 を許された。 しか しフラン
スでは,母 親が涙を流す ようなことを撮影するのは禁止され,死 体撮影は死刑
だった。
ベ トナムから15万人がフランス軍へ きた。英軍の25%が外国=イ ギ リス植民
地の人であった。フランスは中国人を雇った。中国人10万人以上が,ヨ ーロッ
パへ来た。ヨーロッパ全体で,植 民地か ら300万人以上が来た。ガンジーは,
インドで志願兵 をよびかけ,イ ギリスに協力するのが得策だと,当時は考えて
いた。
通信は,伝書バ トか ら無線へ移った。飛行機が登場 したが,は じめは木製で,
布張 りであり,初めは手で爆弾 を落 とした。
塾壕戦を制 したのは戦車であ り,イギリスは初めて,戦車マーク2を作った。
これを農業用 トラクターから作 った。 ドイツはA7Vで あ り,米はフォー ド3
トン戦車,仏 はスナイダーであった。戦車は,麺壕 と有刺鉄線を踏み潰 した。
アラブ人は,フ ァイサル1世 とともに戦った。アラビアのロレンスが,50人
のアラブ人親衛隊をもって,ト ルコ軍を攻撃する任務 を持っていた。ロレンス
の役割はこれにつきた。
ドイツは,ユ トランド沖海戦で負けて,海 上支配ができなくな り,封鎖 され
た。それを回復するため,Uボ ー ト(潜水艦)で 攻撃をした。アメリカは,英
仏への貸付金が戻 らないとまずいので,参 戦 した。 この時,チ ャプリンは,映
画 『公債』を作 って,ア メリカ人に戦時公債を買 うよう説いた。
4)エ ルンス ト・フリー ドリッヒ編 『戦争に反対する戦争』坪井,ダ ンジェン訳編(龍
渓書店1998年)を 見よ。傷疲軍人らの悲惨 な姿がある。
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ロシアの赤い革命について,エ イゼ ンシュテインが,映画 『十月』を作った。
ロシアが休戦したので,ド イツは東部戦線か ら西部戦線へ兵を移動 して総攻撃
をすることができた。
(以上,テ イ ラー の 『第1次 大戦』
記 した。)
(新評論)で も述べ られていない部分 を
ロバー ト・オッペンハイマー
オ ッペ ンハ イマーは,1904年,ニューヨークに生まれた,ユ ダヤ人である。
ハーバー ド大学を卒業 した。理論物理学を学び,ま た左翼になった。1938年,
ハー ンらが核分裂の発見 をした。1939年にナチは原爆計画をもった。アメリカ
人は戦争のために何でもしようとなっていた。マンハッタン計画が作 られ,グ
ローブス将軍 とオッペ ンハイマーが指導した。1943年,ロス ・アラモスの秘密
研究所が作 られ,オ ッペンハイマーはその所長になった。ここには超一流の科
学者があつ まった。家族 をふ くめて6千 人の町になった。彼は熱烈な戦争賛美
者になった。だが ドイツが負けてもそのまま研究が続いた。彼は原爆の父 と言
われた。後にプリンス トン高等研究所の所長になった。後の,水 爆の父は,エ
ドワー ド ・テラーである。オ ッペハイマーは,マ ッカーシーの赤狩 りにあい,
原始力委員会は彼 を公職追放にした。1967年に死んだ。
アウン ・サン
アウン・サ ンは,ビ ルマ建国の英雄 とされる。イギリスに支配されていたビ
ルマの独立運動のために,日 本に潜伏 した。 日本名も持もった。日本に軍事援
助 を求めたのだった。彼は,対 イギリス軍事革命を狙 った。海南島で彼等30人
の若者が軍事訓練 を行なった。南機関の南大佐 と結び付いた。 日本軍とともに
ビルマ解放に参加 し,ビルマ独立義勇軍を作った。1941年に日本軍とともにラ
ングー ンを占拠 した。だが日本は彼 らを裏切 り,ビルマを全面占領 した。1945
年3月,彼 は日本軍に反旗 をひるがえし,日本の敗戦で,イ ギリスと交渉 し,
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ビルマ独立をかちとった。アウン ・サンは国軍の創設者 といわれ,政 治家にな
った。だが暗殺された。
日本
鶴 彬
鶴は,1909(明治42)年1月1日,石 川県河北軍高松町で生まれた。本名,
喜多 一二(き た かつ じ)である。二男だった。1915(大正4)年 に,地 元
の尋常小学校へ入学 した。父 ・松太郎は,貧 しい竹細工職人であ り,亡 くなっ
た。そこで母 ・スズは再婚 し,上京 した。一二は,機 屋経営の叔父の養子 にな
る。1923年,高等小学校 を卒業 して,叔 父の機i屋で働いた。彼は,1924年から
川柳界に登場 した。一時,大 阪へ行 き,ま た東京に出た。1928年,帰郷 し,高
松川柳会を結成し,4月 に検挙された。彼はナップに参加 した。そ して再上京
する。1930年,金沢第七連隊に入営する。1931年,金沢第七連隊赤化事件 によ
り大阪に収監される。1933年,原隊へ復帰 し,年末に除隊する。そ して上京す
る。反戦川柳 をつ くって,1937年12月,特高警察に逮捕された。1938年,留置
場で赤痢にかかったが,手 錠をかけられたままだった。豊多摩病院に入院し,
9月14日,29才で病死 した。川柳の小林多喜二 と言われた5)。代表作は一
万歳とあげて行った手を大陸へおいてきた。
修身にない孝行で淫売婦
手と足 をもいだ丸太にしてかへ し
日本の第二次世界戦争
日本にとっての第二次世界戦争は,帝 国主義国として遅れた国である日本の
対外的帝国主義戦争であった。その上,日 本軍は天皇の軍隊であった。つまり
この軍隊は,国 民に責任 を持たないのであった。軍部はまた,朝 鮮人を日本兵
5)沢地久枝編で彼の 『全集』がでた。一叩人 編 『鶴木杉全集』たいまつ社;一 叩
人 編著 『反戦川柳人 ・鶴彬』 たいまつ社1978年。
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にした。昭和天皇は,日 本の軍事力 と天皇制 とが,最 大の関心であった。彼は
東亜の盟主 になることを夢見た。
日本人大衆は,家 の労働力を奪われ,息 子を失った。日本人が戦争に出たの
は,天 皇のせいだと,戦後,多 くの人は言った。それに当時,命 の値段が安か
った。出征は,皆,名 誉 と思っていた。反戦は,村 八ブになるから,許 されな
かった。戦前は国体(=実 際は天皇制のこと)が重要であった。これに触れる
ことだけは注意 しなければな らなかった(大 友)。
1937年の第二次上海事変で起 きた南京大虐殺では,30万人が殺 された。戦後,
中国で南京大虐殺記念館ができた。
1941年8月刊の高村光太郎の 『智恵子抄』は,大 ベス ト・セラーになった。
戦争にゆく若者が純愛 ものとしてこれを読んだ。
その年,1941年,ハワイのパール ・ハーバーを攻撃 した日本は,他方,同 日,
マレー半島に上陸 した。 シンガポールを占領 し,昭南島と名を変え,す ぐ民衆
を5万 人粛清 した。
昭和19年3月,東京大空襲があった。12万人の死傷者が出た。宮城だけは
直撃弾を受けなかった。4月 か らソ連は,対 日参戦の準備を始めた。そ して同
月,日 ソ中立条約を破棄 した。5月8日,ド イツが降伏した。6月26日,沖縄、
が占領された。日本はソ連に和平交渉 を始めた。ポッダム会談で,初 め,天 皇
制維持が認められていたが,米 国務長官バー ンズの主張で削 られた。だがその
後,天 皇制は温存されることになる。
終戦の間際に,原爆が2つ,ア メリカによって投下された。これはもちろん,
戦後世界戦略を考えたアメリカの責任である。だが,天 皇が終戦を遅らせたこ
とも一因であった。近衛文麿がすでに終戦の半年前に,終 戦を上奏 していたに
もかかわ らず,天 皇は戦争を続けたか らである。ポツダム宣言前 日に,ト ルー
マン ・アメリカ大統領は原爆投下指令を出した。7月26日,ポツダム宣言が出
された。8月6日,広 島に原爆が落 とされた。9日,長 崎では原爆により,そ
の年に7万 人が死んだ。 日本の戦闘機はあまり高 く飛べなかったが,B29は1
万メー トル上空 を飛べた。 日本が降伏す る途中だったので,本 来は,原 爆を落
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とす必要はなかった。アメリカは,原 爆開発 に膨大な軍費,20億ドルを使って
いたので,投 下せざるをえなかった。アメリカは原爆を落とすために,戦 争を
長びかせた。
8月7日,ス タ・一一リンは軍に対 日参戦を命令 し,8月9日,対 日参戦 を布告
した。参戦 は8月終わ りの予定であったが,原 爆のためにくりあげて速めた。
8月9日,ソ 連が参戦した。対 ソ戦では,日 ソは戦力が25倍違った。 日本の開
拓団,居留民が悲劇に会った。関東軍はかれらを見捨てたのであった。さらに,
退却のさい,日 本民間人のこどもたちを殺 した例 もある。
カラフ トには,日本人が40万 人住んでいた。8月10日,樺太当局は,北 海
道への緊急疎開を決定した。日本人は,大泊(おお どまり)から船で北海道(稚
内)へ 逃れた。関東軍の崩壊や広島原爆 について,政 府は国民に余 りよく知ら
せなかった。
8月10日,日本は連合国に,ポ ツダム宣言を受諾すると,電報を打った。ソ
連参戦の翌 日である。8月14日,「玉音放送」が録音 された。若手将校たちは,
休戦反対で,ク ー ・デタを行なったが,失 敗 した。
8月17日に関東軍は停戦を決定 した。スターリンは,日 本将兵50万人をソ連
に抑留 した。
昭和天皇は,マ ッカーサーとの有名な会談で,す べて責任を東条首相に押 し
付けた。6)
日本人は,敗 戦によって日本史上最大の政治変革をした。また日本人の思想
は,史 上最 も大 きな変化をした。 日本は,歴 史始まって以来,外 国人に占領 さ
れたことがなく,負 けたことがなかった。敗戦は,明 治以来の富国強兵政策,
日本の道が否定された,特 別の ものであった。神武以来,日 本人大衆は,戦 争
に反対しなかった。
この戦争は,日 清戦争に遡れる。敗戦の前の50年間は,日 本では戦争が常に
あった。その後の50年は,ほ ぼ出征 していない時代である。第2次 世界戦争あ
6)豊 下楢彦 「天皇は何 を語ったか」(『世界』岩波書店)537号,1990年2月。 同 「空
白の戦後史」(同)538号,1990年3月。
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るいは 「大東亜戦争」には,国 民にも責任があった。 日本国民は加害者であっ
たが,加 害者意識が日本人には少なかった。
憲法
戦後,日 本国憲法が制定されるはこびとなった。1946年1月に,弊原内閣の
松本国務相試案がでた。これをGHQ(General且eadQuarter,連合国総司令
部,実 際はアメリカ占領軍)に 見せた。そして4月17日に,改 正憲法案(政 府
憲法調査会案)が できた。5月 に第1次 吉田内閣(進 歩党と自由党の連立)が
で き,6月に第90議会が開かれた。この時期に,三種の憲法案ができた。1が,
進歩党案,自 由党案であ り,これらは絶対主義天皇主義に立った。2が,社 会
党案 と,既述の4月17日発表の政府案であり,象徴君主制に立った。3が,共
産党案であ り,人民共和国の立場 に立った。改正憲法案が発表されると,1と
2は,そ れに賛成 した。改正憲法案はGHQの マッカーサー元帥が全面的に承
認を与 えたと言われる。その威力が大 きかった。GHQは,国 民の意志で決め
た とするや り方が非常にうまかったとされる。
文部省作成の 「新 しい憲法の話」では,非武装を正しい とした。野坂参三(共
産)の,自 衛の為の武力は,否 定された。
憲法で言う,天 皇は国民統合の象徴であるというその 「象徴」は,意 味不明
であった。またこの憲法の 「交戦権の放棄」は,世界に類のない規定であった。
これはしか し立派なものであった。日本の平和憲法によって,日 本はその後,
軍事経済に力を入れず,「平和産業」が発展 した。軍事経済は浪費産業だか ら,
で ある。この平和憲法は,日本人の発明ではないが,世 界に広げてよい思想で
ある。
荻野富士夫は,憲 法 は負け取った と,表現 し,加藤典洋 『敗戦後論』7)は,
憲法によって,戦 後,「ね じれ」が発生 したと,するどくついている。
7)講 談社1997年。これは伊藤整賞を得た。
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アメ リカ占領軍の政策
アメリカ占領軍の政策,つ まり寄生地主制の廃止,軍 部廃止,財 閥解体,労
働運動の自由などの政策は,日 本軍国主義の復活を阻止 しようとしたものだっ
た。だが,そ の主観的意図とは別に,こ れ らの政策は,「よい」資本主義 を作
る条件になった。重要だったのは,寄 生地主 ・小作人関係の廃止であり,軍部
の廃止である。戦前の日本は,軍 事経済が肥大 していた。 これでは経済的に発
展できないのである。国内市場は狭 くなる。経済的にいうと無駄な,兵 器 ・軍
備に膨大な予算が使われたのである。
寄生地主制の廃止は,山林を除外 したが,有償の土地改革であった。これは,
日本に土地持ち農民=近 代農民を大量に作 り,生産性増大 と国内市場拡大の条
件 になった。近代農民 となった日本の農民は,豊 かになることがで きる。土地
改革は,ア ジア,ラ テン ・アメリカの諸国 と比較すると,巨大な意義がある。
これ らの諸国の経済的弱点は,土 地改革をしていないことである。先進国は土
地改革をしているのである。日本で戦後,こ の小農が大量に登場 したことによ
って,日 本の国内市場が広がった。戦前の日本農民は貧困だった。戦後の農民
はかなり豊かになった。彼 らは農業に投資 し,生活 を向上させた。
それ とともに,財 閥解体 ・労働運動の自由化 も,「よい」資本主義を作るこ
とになった。財閥解体は,し か しす ぐ元に戻された。 日本の労働運働 も組合形
態 としては大 したことはないが 一 外国で言う,yellow-,この自由化によっ
て少な くても賃金が増大 し,国内市場が広がった。戦後改革で,婦 人解放は最
もうまくいった。だがこれらの戦後改革は中途半端に終るのであった。
ファシズム
米 ・英 ・仏では,フ ァシズムは勝利 しなかった。さて ドイツと日本のファシ
ズムに違いがある。普通,日 本人は,日本がファシズム国だったという認識を
していない。一般大衆は,戦争 に引きず り込まれた という感覚をもっている。
ドイツでは,民 衆が積極的にナチスに荷担 したので,そ の反省の意識が強い。
逆に日本人は,フ ァシズムに荷担 したという意識がほとんどない。だからファ
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シズムへの反省が弱いのである。 日本人はまた,戦 争の反省はあまりしない。
これは日本がほとんど民主主義の時代 をもっていないことに一因がある。同じ
敗戦国 ドイツは,ニュルンベルグ裁判に引き続いて,ナチ戦犯を鋭 く追求 した。
これは精神的姿勢が 日本 と違 っている。 ドイツは少な くて も,ワ イマール共和
制の民主主義時代をもっていたか らである。
ニュルンベルグ裁判での教訓は,政府が悪いことを命令 しても,個人はそれ
に従ってはいけない,と いうことであった。 しか しその思想は日本人はまだ持
っていない。
オース トリアでは,ドイツより,ファシズム反省の意識が薄い。1938年のオー
ス トリァ併合のためである。彼らは ドイツによってナチズムにさせ られたと意
識 している。
多 くの日本人は,主体性なしに,戦争に参加 させられた。主体性がなくとは,
奴隷的にということである。天皇陛下の命令だか ら参加 したのだと考える。そ
のためにファシズムへの反省が少ない。
日本 の民主主義
日本 に は個入 主義 ・近代民 主主義 イデオ ロギーが欠如 して いる。そ の原因は,
1,鎖 国,家 光 以来の二百 数十年の歴 史,2,近 代 ブル ジ ョア革命 が なか っ
た こ と,で あ る。
ブル ジ ョア階級 は,オ ランダ(16～17世紀,ス ペ イ ンか らの独立 革命),イ
ギ リス(17世紀,ピ ュー リタン革命),フ ラ ンス(18世紀,大 革命),ア メ リカ
(18世紀,独 立戦 争)に み る ように,近 代民 主主義革命 を行 なった。彼 らは,
封建制 や絶対主義 に対 して,血 を流 して民 主主義 をか ち とった。民 主主義 ・自
由主義 は,西 欧 のブル ジ ョアジーの産物 であ り,市 民革命 を行 ない,あ るい は
それ に成 功 した国だか ら,そ こに生 まれ たのであ る。 それ を行 なったのは,ブ
ル ジ ョァ ジー と農民 であ った。 これ に失敗 したの は,ド イツ16c.の ミュ ンツ
ァ…一を指導者 とした農民戦争 の敗 北,ロ シア18c.の プガチ ョーフの敗 北 な ど
で ある。その後 で さえ,19c.中 ば に,1848年革命 を きっかけ に して,民 主主
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義が変質 したのである。 日本は民主主義 を書物では学んでいた。だが,文 字に
書かれた思想 と行動 に移される思想は,違 う。
日本のブルジョアジーは,江戸時代に商人と職人 として,い た。だが明治維
新では,彼 らはその革命の主役にならなかった。革命に参加 したのは下級武士
だった。日本のブルジョアジーは民主主義の獲得の闘いに参加 しなかった。明
治初年に自由民権運動が起 きたが,こ れは数年で挫折 した。これ以降,日 本の
ブルジ ョアジーは,天 皇制,絶 対主義政府,軍 部に従属 した。こうしてブルジ
ョア民主主義は実現 しなかった。第二次大戦後,ア メリカ占領軍の支配によっ
て,ア メリカ的民主主義が上から移入させ られた。アメリカの民主主義は,す
でに,か つての時代の,独 立戦争の時代の近代民主主義ではなかった。日本に
与えられた民主主義はアメリカの民主主義である。近代 ヨーロッパのそれでは
ない。アメリカの20世紀半ばの民主主義であった。こうして日本には近代 ブル
ジョァ民主主義は根づかなかった。
占領軍最高司令官マ ッカーサー(1880-1964)は,戦後5年 間,日 本を支配
した。彼は日本にアメリカ式民主主義とキリス ト教を植え付けようとした。5
年後,帰 国したマ ッカサーはアメリカ上院で演説 し,民主主義の経験では日本
人は12歳の少年だ,と 言った。これまでマ ッカーサーは日本人に好まれていた
が,こ の発言で彼は日本人に嫌われた。だが この発言は正 しかった。 日本人は
それほど民主主義の経験 をしていないか らである。
戦前の絶対主義的 日本は,敗 戦によって,半 民主主義国になった。天皇崇拝
で,「鬼畜米英」の もとに戦った日本人は,あっけなく,アメリカ崇拝になった。
したがって何のための 「鬼畜米英」だったのか分からない。仮 り物だったので
はないか。また日本人は権力盲従なのである。強いものにひれふす という,ア
ジア的国民である。 日本人は,一夜に して忠君愛国思想から 「民主主義」へ移
った。この 「民主主義」 は支配政策としての民主主義であって,本 来の民主主
義ではなかった。そのうえ,'この 「民主主義」は,GHQの 権威をバ ックにし
た民主主義であった。 日本人はカメレオン的である。 日本人が戦勝国アメリカ
を愛 し,あ るいは尊敬するとい うのは,マ ゾヒズム8)であると,ヨーロッパ的
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観点からは言える。
それに,戦前の日本人は危険な考えを持っていた。他民族蔑視,神 国思想,
暴力思想であった。
戦後日本人の思想は,な お も,徳川300年の封建制 と鎖国の影響にある。
また戦前 には,3つ の自由主義運動があった。それ らは皆,つ ぶれ,あ るいは
つぶ された。第1は,自 由民権運動であった。それは自ら運動をやめた。第2
は明治末年の社会主義運動であった。これは,幸 徳事件によって弾圧 された。
ヒ
第3は,弱 かったが,大 正デモクラシーであ'り,その後の共産党運動であった
が,戦 争遂行の過程で弾圧された。
日本は,明 治以降は脱亜入欧,戦 争期は鬼畜英米,戦 後はアメリカ崇拝とな
った。第二次大戦の敗北後,日 本 は特異な歴史をもち,そ れに従って日本人は
独得の考えを持つようになった。戦後,日本は民主主義国になったとされるが,
もともと近代民主主義をもたなかった 日本人は,半 分 しか民主主義的にならな
かった。価値の中心は,天 皇制か らマッカーサーへ,「民主主義」へ,そ の後
アメリカニズムへ,簡 単に変わった。
日本人は,マ ゾヒズム,甘 え,恥,集 団主義の観念をもち,ア ジァ侵略戦争
への反省が不足 した。戦後改革によって,多 くの事柄が変化 した。だが,株 式
会社は,民 主主義的にならなかった。また中央官僚制はほとんど変化 しなかっ
た。戦後の 日本の社会構造は,民主主義的ではなく,「官主」主義的となった。
『現代世界思想史序説 上』への文献追加 ・訂正
文献追加 大塚金之助の項
[研]拙 書 『大塚金之助論』成文社1998年
訂正表
24ペー ジ 最後行 大逆事件 という名で出たのは,9月が初めてである。
8)拙書 『ウィーンの森の物語』NHKブ ックス。
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4行 教授
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6,8行 喩
7行*
5行 独
商 学 討 究 第50巻第4号
日韓併合 → 韓国併合
同
とうし →
1921年 →
100名 →
党員 →
社会党 →
大東亜戦争
同
投資
1922年
大会直後の党員は100名
党組織
社会民衆党
→ 「大東亜戦争」
最後行 その後 日本は,日 本軍は,パ ール ・ハーバー
攻撃の1時 間前,マ レー半島攻撃をし,そ の後 日本は
15行(2箇所)皇 后 → 皇太后
最後行1月 →2月
→ 柳条湖
→ 助教授
→ 藤井
→ 諭
とる
→ 独填
多 くは荻野富士夫さんか らの指摘 になる。
第2節 戦後 日本の社会と思想。戦争直後
日本は,戦後(戦 争の直後か ら現在 まで)の 前半期は貧乏であったが,高 度
経済成長が終わったころを画期 として,後半期 は 「豊か」になって,うぬぼれ
た。
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戦後の思潮
1945年の敗戦以前に,戸 坂潤,三 木清が獄死 した。8月 に無条件降伏をした
が,10月10日にやっと政治犯が釈放 され,例 えば,共 産党首脳が釈放された。
そ して特高警察,治 安維持法が廃止 された。10月末,河 上肇は,徳 田 ・志賀の
出獄をむかえて病床から感激の歌を書 く。1946年1月,野坂参三帰国歓迎国民
大会開かれ,野 坂は,民 主人民戦線の結成 を提唱する。河上は1月17日,「同
志野坂を迎 えて」の絶筆の詩を書いた。
大山郁夫が亡命から帰って きた。合法無産政党を作 ろうという大山の,戦 前
の活動は,最 も合理的な方向であった。だがそれでも弾圧されたのだった。
清沢 例 『暗黒 日記』(岩波書店)が 発行された。彼は自由主義者であ り,
これは戦争中の 日記である。詩人 ・峠三吉は,原 爆の詩を発表した。
ルース ・ベネデク トは,『菊 と刀』を出し,日 本の社会 と文化を分析 した。
彼女は,罪 の文化のほうが良いと考 えているが,そ れは西洋風考えである。
石坂洋次郎の小説 「青い山脈」が発表された。彼は古い因習を打破 しよとし
た若い人々を描いた。これは昭和24年に映画化 され,原 節子が主演 し,「民主
主義の教科書」 と言われた。
「リンゴの唄」(並木路子)が 出,笠 置シズ子が登場 し,美空ひば りがその
真似で出てきた。映画では黒沢明監督が活躍する。映画 『ひめゆ りの塔』が出
た。
1946年元旦に,天 皇の 「人間宣言」がなされ,彼 は神格 を否定 したが,自 分
が人間だとは言っていない。
1948年,天皇が,国 会開会式 に来た。衆参議長が,カ ニの横ばいで最敬礼 し
て問題になった。さすがその後,や んだ。
川島武宣は,『日本社会の家族的構成』(日本評論社1948年)を発表した。
彼は,日 本の戦後民法の基礎 を作 った。1948年,改正民法が施行された。
文学者 として宮本百合子が活躍 した。伊藤整訳 『チャタレイ夫人の恋人』
は,戦 前,削 除版で発行 されたが,今 度は裁判 にかけ られた。五味川純平の
『人間の条件』が出た。壷井栄の 『二十四の瞳』は,映 画にもなり,戦争中の
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ある小学校での教育を感動的に描 く。
鈴木大拙は,禅,仏 教の思想家になってゆ く。川端康成は,小説で日本の美
だけを求める。柳田国男 『全集』が出て,日 本の民俗学が作 られた。
永井荷風 は,『断腸亭 日乗』 を出した。戦争下の日記であった。
戦争中,国 民はマイン ド・コントロールされた。教育勅語がその経文であっ
た。戦後,教 科書が一時期,墨 で黒塗 りされた。修身,国 史,地 理が否定され
合体 し,社会科になった。戦前の国史では,神 話が教えられ,日 本は神の国と
された。
戦後を 「民主主義のはきちがえ」 と言う人がいる。だが,ま だ日本人は民主
主義をはいていない。
原水爆禁止運動
広島 ・長崎へのアメリカの原爆投下以来,日 本で原水爆反対あるいは禁止運
動が始め られた。これは当然のことである。だが,日 本人は全体 としては加害
者であって,こ れを忘れがちであった。占領地の東南 アジアの国の人々は,原
爆が日本におちたことを幸いだ と思ったのである。 また,こ の運動は,統 一こ
そが一番であるのに,分裂 した。1945年から人類は核戦争の時代 を迎えた。 し
か し現在 は実際は原子力発電の危険の方が大きい。
謀略事件
占領下の労働運動が発展する中で,奇 妙な事件が相次いだ。1949年,国鉄の
下山総裁の死体が発見され,三鷹駅で無人電車が暴走 し,1949年に,東 北線松
川駅付近で列車転覆事件が起 きた。すべて犯人は,国鉄労働組合 と共産党員の
せいにされた。これらの事件によって労働運動弾圧 と大量首切 りが容易 に行な
われ,占 領軍には非常に好都合に進んだ。 これ らは占領軍の謀略の疑いが濃
い。作家広津和郎は,創 作の筆を投 げうってまで も調査 し,『松川事件』 を書
いた。 これは,ド レフユス事件に対するゾラの活躍に匹敵する。
北海道では白鳥警部射殺事件がお き,北 海道共産党委員長 ・村上が逮捕 さ
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れ,後 に無実だと分かった。
東京の帝国銀行椎名町支店で,銀 行員の大量毒殺事件が起 きた。毒殺犯人は
七三一部隊の関連者 とされ,警 察は追った。だが,占 領軍から方針の変更を余
儀なくされた。困った警察は,小樽の画家 ・平沢貞通を捕 まえ,自 白により死
刑囚にデッチ挙げた。
『私は貝になりたい』
加藤哲太郎は,『私は貝になりたい』(春秋社)を 書いた。ほぼ実話である。
加藤は,大 正6年,東 京生まれで,加 藤一夫の息子である。慶応大 を卒業
し,国策会社へ就職 した。昭和16年に召集され,中 国戦線へ行 き,中尉 となっ
た。帰国後,捕 虜収容所長となり,捕虜 を人道的に扱った。だが敗戦で逃亡 し
た。
昭和23年11月に捕 まった。横浜で裁判 を受け,絞 首刑の判決 となった。BC
戦犯984名が死刑判決されたものだった。彼は巣鴨プリズ ンへ収容 された。そ
こに,助 命嘆願文が膨大に集められた。妹は,マ ッカーサーに直訴した。 トル
ス トイの娘か らの嘆願書が来た。マ ッカーサーは裁判再審を命 じた。や りなお
し裁判で,有 期刑30年となり,昭和33年に釈放された。獄中10年であった。そ
の後,結 核で入退院を繰 り返 し,昭和51年に死んだ。 この小説は,主 人公が刑
死する物語である。
太宰 治
戦前か ら戦後 にかけて,興 味ある作家が いる。太宰である。彼 は明治42
(1906)年6月19日生まれで,作 家時代が3つ の時期に区分される。前期は昭
和8年 から12年,中期は昭和13年から20年,後期が昭和20年以後である。その
うち第4期 も区分でき,「グッド・バイ」か らである(奥 野)。
太宰は,青 森県北津軽郡金木村 うまれで,本 名は,津 島修治である。津島家
は,曾 祖父の代から津軽屈指の大地主 ・富豪であ り,召使が30人いた。父は,
源右衛 門 といい,貴 族員議員(そ の資格 者は,高 額納税者で,県 に4-5
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人)・ 衆議院議員だった。母は,た ね,と いい,信 心深い人であり,病身だっ
たので,子 を育てられなかった。太宰は母 を好かなかった。太宰は,11人の10
番 目の子であり,文治,栄 治,圭 治の3兄 と,姉達,の きょうだいがいた。彼
は,乳母,叔 母 らに育て られた。若い女中に代わって,無 学な子守のタケが,
必死に彼 を教育 した。彼女は太宰に,寺 の地獄絵を見せた りした。彼は 「きび
しい保守的な家に育った。」(「東京八景」)「この家系で人からうしろ指を指さ
れるような愚行を演 じたのは私ひとりであった。」(「苦悩の年鑑」)と,後 に彼
は書 く。太宰は,本=外 国童話 を片っ端から読んだ。大正5年,金 木第一尋常
小に入学 した。成績優秀だが,勉 強は好 きでなかった。大正7～8年,「 先生
も人聞,僕 も人間」 と考えた。 このころ津軽にデモクラシーが来た。
大正11年,父が亡 くなった。太宰は,青 森県青森中に入学する。大正14年,
作家志望 となる。(ここまで 「思い出」にある)
昭和2年,弘 前高校文科甲類に入学した。彼は,豪 勢な料理屋通いをした。
ここで芸妓 ・小山(お やま)初代 と知 り合った。昭和4年,共 産主義に強 く影
響された。出身階級 に悩み,カ ルモチ ン自殺をはかった。彼は後に書 く。「プ
ロレタリヤ独裁。/… 金持ちは皆悪い。貴族は皆悪い。金の無い一賎民だ
けが正 しい。私は武装蜂起 に賛成 した。ギロチ ンの無い革命は意味が無い。/
しか し,私 は賎民ではなかった。ギロチ ンにかかる役のほうであった。」(「苦
悩の年鑑」)
昭和5年,弘 前高等学校 を卒業 し,東京帝国大学フランス文科 に入学 した。
フランス語は正規にやっていなかった。彼は就職を諦めた。小説を井伏鱒二に
師事 した。彼は戸塚に下宿 した。そのころ三兄が病死 した。彼は,2学 期から
学校 に殆 ど出なかった。そ して,「日陰の仕事」=非 合法活動=共 産党を手助
け した。それはしか し,「金を出す役 目」だった。秋,初 代 を田舎か ら呼ん
だ。その後,初 代 は,ひ とまず帰郷する。太宰は,銀 座のカフェの女給 と江ノ
島の海に入水 した。だが女性だけ死んだ。そのため彼は,自 殺幣助罪で留置場
に入るのだった。
昭和6年,初 代が身請けされて来て,二 人は,五 反田に住んだ。太宰は反帝
『現代世界思想史序説 上』への追加,そ して戦後日本社会と思想(1) 19
国主義学生同盟に加わった。そして満州事変が起きた。彼は運動で二度,留 置
場 に入った。取調べの刑事は言 う。「おめえみたいなブルジ ョアの坊 っちゃん
に革命なんて出来るものか。 … 」彼は引越 しつづける。そして初代の過去
を知った。昭和7年,青 森警察に自首 し,以後,運 動を離れた。
文学では,彼 は,「思い出」(自伝的作品)を 書 く。「ロマネスク」は尾崎一
雄が絶賛した。つまり彼の作品が初めて文壇で問題になった。昭和10年,「逆
行」 を書き,芥 川賞候補次席 となる。
太宰は,都新聞の入社試験を受けた。東大は中退した。鎌倉山で,総 死 を企
てた。その後盲腸炎で入院した。腹膜炎となり,胸部疾患 となる。癩ひ剤の使
用=パ ピナール注射をする。彼は,佐藤春夫に師事する。
昭和11年,彼は書 く。「私は,純粋 というものにあこがれた」「私の最 も憎悪
したものは,偽 善であった。」そして,二 二六事件に 「ムッとした」。太宰は,
すでに,『晩年』 を書いた。そ して脳病院に入った。彼は,第3回 芥川賞に落
ちた。
昭和12年,初代が,太 宰の軽蔑 していた画家 と不義をおか し,水上温泉で2
人で自殺をしようとし,失敗する。そこで別れた。太宰は書 く。「私は,故 郷
の家の大きさに,は にかんでいたのだ。金持ちの子 というハ ンデキャップに,
やけくそを起こしていたのだ。不当に恵 まれているという,いやな恐怖感が,
幼児から,私 を卑屈 にし,厭世的にしていた。金持ちの子どもは金持 ちの子供
らしく大地獄に落ちなければばらぬ という信仰を持っていた。逃げるのは卑怯
だ。立派に,悪 業の子 として死 にたいと努めた。」(「東京八景」)井伏 は書 く,
「太宰君には,有 名ということは,通 俗で一種のうそなのである。」「おしゃれ
はするが,お しゃれだと思われることが照れ くさいのである。」(井伏 「あ とが
き」岩波文庫版)
昭和13年,本気に文筆生活を志願 した。そして 「姥捨」 を書 く。甲州へ行っ
た。昭和14年,石原美知子 と見合い結婚をし,甲府に住んだ。以後,順 調な作
家活動をする。そして東京へ戻った。昭和16年,長女が生まれる。太平洋戦争
が始まった。彼は,そ こで書 く,「指導者は全部,無 学であった。」(「苦悩の年
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鑑」)。だが内閣情報局と文学報国会の依頼 をされる。そして魯迅を研究する。
昭和17年,『花火』(=『日の出前』)を全文削除をする。母が死んだ。昭和19
年,長 男が生まれた。そ して再び甲府へ行 く,こ こで2度 戦災に会った。昭和
20年7月に,故 郷津軽へ戻 った。敗戦,無 条件降伏を迎 え,「私はただ恥ずか
しかった。」「私は天皇 を好 きである。」 と,保守派を宣言 した。
昭和21年に,「苦悩の年鑑」を出す。そこで,す べての主義を否定 した。い
わ く,「全 く新 しい思潮の台頭 を待望する。それを言い出すには,何 よりもま
ず,「勇気」 を要する。私のいま夢想する境涯は,フ ランスのモラリス トたち
の感覚を基調 とし,その倫理の儀表を天皇に置 き,我 らの生活は自給 自足のア
ナキズム風の桃源である。」(「苦悩の年鑑」)
昭和22年,次女が生 まれる。そして太田静子 と知 り,山崎富栄 と会 う。太田
治子が生 まれる。太宰は,名作 『斜陽』を発表する。昭和23年,『人間失格』
を3月 か ら5月 にかけ執筆 し,7月,筑 摩書房から出版 した。6月13日,山崎
と玉川上水に入水 した。「グッド・バイ」は,未 完 ・絶筆である。
彼 には自伝的作品がある(「思い出」,「苦悩の年鑑」,「一五年間」,「東京八
景」など)。
太宰には,潜在的二人称文体,あ るいは一人称文 を使 ったものがあ り,これ
が訴える力をもった。例えば,「人間失格」,「斜陽」,「ヴィヨンの妻」,「女生
徒」,「駆け込み訴え」,「きりぎりす」,「饗応夫人」 などである。 彼の意識
は,選 ばれた人間 ・搾取 している側にある。後ろめたさ ・六男 ・余計者 ・オズ
クズ ・日陰者 というもので,罪 の意識(心 中の相手 を死なせた,同 志を裏切 っ
た)を 持ち,負 の十字架,つ まり 「生まれてきてすみません」 という意識があ
る。愛の能力不足(河 盛)だ ったとも言われる。太宰には自殺癖(4回 未遂)
があ り,やけ酒を飲み,私 小説作家だった。女性心理分析がうまかった。サロ
ン芸術,エ ゴイズム ・偽善を否定 した(「一五年間」)。
